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研究成果の概要（和文）：中世王朝物語の創作基盤を明らかにするための調査ならびに新たな研

究方法の開発・紹介を行った。創作基盤とは、前時代・同時代において物語創作に影響を与え

た文学作品のすべてである。具体的には、作中和歌の他出状況、本歌、参考歌の調査・掲出を

行った。また、コンピュータを使った引歌表現の検索方法を模索した結果、連続する文字列の

一致度を測る方法が有効であることを確認し、プログラムの開発・紹介を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：In order to clarify the basis of pseudo classical “monogatari” 
in the Medieval Ages, I developed a new research program. The basis includes all literary 
works which had an influence on writing “monogatari” in the previous and the same ages. 
The topics I dealt here are as follows: how the waka poems concerned appear in the poems 
in other literary works, especially in “monogatari,” the original poems, and the quoted 
poems. I tried to find a way of searching for the quoted expressions with a computer. 
As a result, it was proved effective to measure to what degree the character strings in 
the waka poems concerned coincide with those in other ones. Based on the findings, I 
developed a new research program. 
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１． 研究開始当初の背景 
（１）『源氏物語』を中心とする王朝物語の
研究は、古くからの伝統があるが、その流れ
にあって、「中世王朝物語」の研究は、研究

史が浅い。活字テキストがそろったのが、『鎌
倉時代物語集成』（市古貞次・三角洋一編 笠
間書院 1988 年刊行開始）全七巻の刊行が終
わった 2001 年である。また、校訂本文と解
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釈に関わる注ならびに現代語訳を付した『中
世王朝物語全集』（笠間書院）は、本研究開
始当初、刊行途上であり、現在もまだ全巻の
刊行はなされていない。いわば、基礎研究が
個別の作品単位で続いている状況であり、そ
の状況は、いま現在もあまり変わっていない。 
 
（２）研究代表者は、大学院在学中に、中世
王朝物語のなかでも最も成立の下る『夢の通
ひ路物語』を対象として、先行作品の影響を
詳細に調査し、それらを「創作基盤」と呼ぶ
ことで、単なる典拠探しではなく、作者の教
養や創作意図を、製作された同時代に位置付
けて考察した。「中世王朝物語」全作品を対
象とし、その文学的価値を、中世という時代
に位置付けて論じるためには、網羅的な典拠
調査が必須である。それらは十分には行われ
ていない状況であった。 
 
（３）引歌表現の指摘など、基礎研究の方法
は、研究者の勘に頼るところが大きかった。
本文のデータベース化や、全文検索の手法の
開示ならびに実用化は、個別の研究者によっ
て、進められつつあったが、テキスト処理の
手法を援用した典拠調査の方法は、ほぼ手つ
かずの状況だった。 
 
２． 研究の目的 
（１）『鎌倉時代物語集成』に含まれる中世
王朝物語の作品すべてにおける、作中和歌の
他出状況および本歌・参考歌の調査・掲出を
行うとともに、引歌の典拠の網羅的調査・掲
出を行うことにより、中世王朝物語各作品の
創作基盤を明らかにすることを目的とする。
創作基盤とは、前時代・同時代において物語
創作に影響を与えた文学作品のすべてであ
り、これにより、中世における物語創作の状
況や作者層の検討にいたる手がかりを得る
ことが期待できる。 
 
（２）典拠調査にあたっては、もっとも古い
「原典」にこだわらず、同時代に広く流布し
た類題和歌集や古注釈の営みを視野に入れ、
引用和歌典拠総覧を作成する。 
 
（３）物語における引歌表現の有効な検索方
法を模索し、テキスト処理の方法を用いた検
索プログラムの開発を目指す。 
 
３．研究の方法 
（１）基本的に研究は一人で行った。基礎デ
ータの入力ならびにデータ整理には、業者や
学生アルバイトの雇用により進めた場合が
ある。 
 
（２）『鎌倉時代物語集成』（笠間書院）第一
巻～第七巻に収められる中世王朝物語の作

品本文をすべて入力してテキストデータと
した。これを基礎的な作品データとした。 
 
（３）作中和歌については、データを仮名に
標準化し、さらに各句区切りのデータを作成
した。そのデータと、新編国歌大観所収の和
歌（約４０万首）データとを文字列比較の方
法によって比較し、類似歌を抽出した。その
なかから、本歌の認定・参考和歌の選定と認
定を行い、それらの和歌の典拠調査を行う。
なお、和歌比較方法には、連続する２音を一
つの単位として、一致の度合いを測る方法を
用いた。 
 
（４）物語本文については、漢字の頻度、仮
名遣いの不一致の頻度を見極め、テキストデ
ータをある程度、標準化した。頻度の見極め
や、漢字辞書の作成、仮名の置き換えなどは、
研究代表者本人が、プログラム処理を施した。 
 
（５）本文データと新編国歌大観所収和歌と
の比較や、本文データと『源氏物語』『狭衣
物語』などの先行作品データとの比較を行っ
た。比較方法を変えて、引歌表現や物語取り
表現の検索に適した抽出方法を模索した。比
較の際には、本文から網羅的に取り出した短
文データを使った。方法は、基本的に、連続
する文字列の一致度を測る方法である。連続
する文字数や一致の度合いなどを変えて、繰
り返し実験し、有効な比較方法を見定めた。 
 
４．研究成果 
（１）作中和歌の本歌・参考歌典拠総覧作成
について 

①作中和歌の類歌抽出を行った結果、コンピ
ュータによる抽出結果は、従来の基礎研究
に比べて、和歌の時代性や傾向をとらえる
のに有効であることがわかった。 

②基礎調査を行う際の思い込みを排除でき
ることや、典拠一覧を作成できることにも
利点がある。 

③個別の作品ごとに成果を開示しつつある。
従来の成果と並べて、本研究の方法の意義
を述べることがまず必要であり、その次に、
作品自体の文学的価値を論じることが必
要である。開示方法は、作品個々に行うべ
きものと、ある作品群をまとめて行うべき
ものとがあり、現在、順次、成果公開をし
ている。 

 
（２）テキスト処理による引歌表現検索の研
究について 

①『あきぎり』などを例として、具体的に、
有効な抽出方法を見定めた。 

②物語本文をある程度標準化すると、連続す
る３音を一つの単位として音数一致を測
る方法で、引歌表現を検索できる場合があ



 

 

る。ただし、一句もしくは５音～７音程度
の語句引用の場合は、この方法では不可能
で、先行する物語本文との比較結果を組み
合わせた場合に有効であることがわかっ
た。 

③物語相互比較の方法を組み合わせると、引
歌を手がかりにして、物語相互の影響関係
に踏み込める可能性があることがわかっ
た。 

④引歌表現検索の有効な方法を、論文で開示
した。また、プログラムの紹介を、著書・
論文などで行った。 
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